



























































３）・Barker, P., & Buchanan-Barker, P.(2005) The tidal model: A guide for mental health professionals. New
York:Routledge.
・Barker, P., & Buchanan-Barker, P.(2007) The tidal model: Mental health, reclamation and recovery. Unpub-
lished manual.
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る心的外傷後成長（Posttraumatic Growth:PTG）」第 21 回多文化間精神医学会学術総会.
・下条照世（2014）「『東北の声』のテキストマイニング分析──死に関する表現の有無を手がかり
にして」，2014 年度 VMStudio & TMStudio 学生研究奨励賞　結果発表のページ.























平均 3606.8 であり、総文数は 1927 文で 1文当たりの平均文字数は 26.2 であっ


























































































































－かける」（有 9）（無 3）計（12）、「人－来る」（有 8）（無 3）計（11）、「津波－
くる」（有 10）（無 1）計（11）、「話－聞く」（有 6）（無 4）計（10）、「避難所－




























る」（有 7）（無 1）計（8）、「2階－生活」（有 1）（無 6）計（7）、「瓦礫－撤去」
（有 3）（無 4）計（7）、「人たち－いる」（有 5）（無 2）計（7）、「2階－上る」（有
1）（無 5）計（6）、「仮設－入る」（有 3）（無 3）計（6）、「家－入る」（有 5）（無
1）計（6）、「絵－描く」（有 6）（無 0）計（6）、「自分たち－やる」（有 4）（無 2）
計（6）、「助け－求める」（有 1）（無 5）計（6）、「人－いる＋ない」（有 6）（無



















２． I. I.さんと I.S.さん（うつが治って不幸中の幸い）
自宅 2階で震災にあい、津波に巻き込まれたが幸い瓦の屋根ではなく、トタ
ンだったためバラバラにならず死なずにすんだことや、お巡りさんに津波が




















































































































































ブ・アプローチ──苦労体験学（Suffering Experience Research）に向けて」『東西南北 2015』和光大学
総合文化研究所年報, 088-103.
（4）テキストマイニングを用いた混合研究法の有効性について
本研究は、単語や共起関係を量的にカウントするテキストマイニングの手法と、
語りの意味的な世界へのナラティブアプローチを統合する試みを行なった。死に
ついての言及のある場合と無い場合での表現の違いが明らかになった。また、
PTGの証拠を探す際にもポジティブな内容の単語が役立つことも示唆された。
単語表現の有無やその位置を瞬時に検索できる点で、テキストマイニングは量的
分析という側面だけでなく、質的分析のための検索装置としても役立つことが明
らかである。このような検索機能（＝原文参照機能）は、質的分析が中心の研究
の場合でも大いに有用であろうと思われる。
テキストマイニングは、質的な資料である文字データを対象にして、量的な分
析方法である（多変量解析を含む）統計的分析を行なっていくという手法である。
いとう 24）の指摘するように、質的方法とのコンビネーションはきわめて有効で
ある。とともに、テキストマイニングには限界もある。たとえば「『水平社宣言』
テキストのパラドクス」のように言外の意味を分析することが苦手である。ナラ
ティブアプローチなど質的研究とテキストマイニングとを上手に統合することに
より、より充実した被災体験学が構築されるだろう。
（5）本研究の限界と今後の課題
15 人（14 組）と対象のデータが少ない制約の上で混合研究法によるアプロー
チを試みたが、量的分析と質的分析の統合が成功したとは言えない。しかしなが
ら、死の表現を手がかりにしながら前向きに生きている姿や死と瀬戸際の経験を
したからこそ自ら見出せた価値観と行動、すなわち PTGを明らかにすることが
できた。
［伊藤武彦］
116 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2015』
──────────────────
24）いとうたけひこ（2013）「テキストマイニングの看護研究における活用」『看護研究』，46(5), 475-484.
